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どうぞご意見をお寄せ
下さい。eメールは shoji@ooyama.net横浜市会議員

（港北区） 大山しょうじ

※記事中の「カラスよけのネットボックス」の「無期限・無料貸出し」について、好評により、6月
22日以降、港北区内で新たに２６件（２８個）の貸出しがされました。（8月１７日時点）
私のところにも電話やメールで「タウンニュースを読んで早速貸出しをお願いしました。近所で
困っていたので本当に助かりました」などのお声をいただきました。

　6月5日、平成30年第
2回市会定例会最終日。
閉会後、初当選（平成15
年）以来15年ということ
で、全国市議会議長会か
ら「15年表彰」を受けま
した。
　毎日の連続、あっとい
う間の15年でしたが、
ずっと横浜市会に送り出
していただいている港北区の皆さんにただただ感謝するのみです。これからも横
浜市、港北区の発展、市民の皆さんの福祉の向上のため、「動けは、変わる！」、
「現地現場主義」、「直接対話」をモットーに、初心を忘れず頑張って参ります！

横浜市会議員
大山しょうじ

　平成３０年の予算特別委員会（健康福祉局関連）では、認知症の人にやさしい
まちづくり、介護人材支援事業、高齢者施設の事業継続計画（ＢＣＰ）の策定、高
齢者施設・住まいの相談センター運営事業、よこはまウォーキングポイント事業、
喫煙率の目標（１２％）達成に向けての取組、小児医療費助成事業、災害時要援
護者支援事業、障がい者の福祉的就労の支援について質問しました。
　今回の活動レポートでは紙面のスペースの都合上、私の提案が進んだもの等
をいくつか抜粋して紹介しています。その他のトピックについても興味のある方
は私のブログに質疑の全文をアップしていますので是非ご覧下さい。

大山しょうじ

成２７年１０月の決算特別委員会で、大山しょうじは、高松市や杉並区な
ど、他都市で当時から工夫している取り組みを例示し、GPSを活用した

認知症の方の徘徊への一歩進んだ見守りを提案してきました。
　この程、今年３月８日の予算第一特別委員会（健康福祉局審査）で、大山
しょうじの質問に答える形で、先の大山提案を元にGPSを用いた機器の導入を
検討し、今年の１２月にもQRコードやID番号を記載したシール※を配布、一歩進
んだ見守りをスタートすると高齢健康福祉部長から回答を得ました。行方不明
になった本人を保護した方が、所持品に貼ったこのシールの番号にアクセスする
ことで、コールセンターから登録している家族などに連絡がとれる仕組みです。
　2025年には認知症患者が高齢者の５人に１
人に当たる約700万人になると推計されていま
す。徘徊で本人が思わぬ事故に遭うという可能
性もあり、事故が起きた場合、本人だけでなく、
第三者に被害が及ぶおそれも考えられます。
　今回新たにスタートする一歩進んだ「見守
り」の取組の効果を検証、確認しつつ、引き続
き認知症の方への様々な取組、支援を進めて参
ります。 ※見守りシールのイメージです
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タウンニュース ～港北区の環境・ゴミ施策を中心に
　ご紹介～ 平成30年8月2日号

おかげさまで15年。感謝を胸に頑張ります！

認知症の方への一歩進んだ「見守り」の
取組が今年１２月からスタート！
～私の平成２７年の議会での提案・要望が、「かたち」になりました～
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大山しょうじのホームページ

www.ooyama.net
連絡先／TEL.&FAX.

045̶431̶7047

大山しょうじのプロフィール●1968年（昭和４３年）４月１０日生まれ●京都外国語大学卒●大学時代、英国の青少年
身体障害者施設でボランティア●中学校英語科教諭～渡英、在英国日本大使館勤務（外務省在外公館派遣員）●帰国
～衆議院議員ひだか剛・政策秘書等●平成１５年４月  横浜市会議員選挙初当選（３５歳）●平成２７年４月 ４期目当選
●今年度、温暖化対策・環境創造・資源循環委員会（副委員長）●立憲民主党所属●港北区篠原東在住、事務所は綱島西

震や風水害等の災害が全国で、甚大な被害をもたらしています。大山しょ
うじは、平成27年10月の決算特別委員会で、災害時の事業継続計画（ＢＣ

Ｐ＝business continuity plan）策定の重要性について訴えました。これは災害に
あっても利用者に最低限のサービス提供が維持できるよう、事業継続に必要な人
員体制や食料などの確保策について、あらかじめ計画しておくという考え方です。
　２年半前の大山しょうじの質問では、局として、高齢者施設におけるＢＣＰの策
定状況を十分に把握しておらず、また策定している施設も少ない状況が明らかに
なりました。そこで今回、その後を検証するため、再び質問で取り上げました。その
結果、市内の特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、有料老人ホーム全500
施設のうち、策定予定なしが87施設、186施設については、現在調査中とまだ不十
分であることがわかりました。大山しょうじは、再度、対応を強く要望。局長は取
組が十分でなかったことを認め、今後各施設で計画策定が進むようガイドラインを
示し、集団指導講習会や実地指導で周知する等、取組の強化を約束しました。

地

山しょうじは、平成30年度に福祉避難所の被災状況や物資の不足状況
等を関係者間で共有するシステムが構築されることを受けて、今回、その

スケジュールや意義などを質しました。
　地域福祉保健部長から、平成30年度中に開発を行い、まずは特別養護老人
ホーム及び地域ケアプラザで運用を開始。その他の福祉避難所については、事
業者との調整ができ次第、順次広げていくと回答。意義としては、区や局が、市
内の福祉避難所の運営状況を容易に把握できるため、要援護者の受け入れ先
を迅速に探すことが可能になること。また、福祉避難所間でも運営状況を閲覧
できるため、このシステムの導入で、相互に支援し合う取り組みが出来、市内福
祉避難所の災害への対応力の強化が期待できると答えました。
　大山しょうじからは、福祉避難所は、地域防災拠点での生活が難しい人に
とって大変に重要。災害時は、物資だけでなく、人材の応援など、さまざまな支
援が必要になる上に、地域で被害の程度が異なることから、このシステムにより、
市内の福祉施設が連携し、円滑な運営が実現できるよう、強く要望しました。

大
齢者施設・住まいの相談センター（港南区）は、特別養護老人ホームの入
所相談に加え、介護老人保健施設や有料老人ホームなど、他の高齢者施

設に関する情報提供を行っています。大山しょうじは、高齢者の住まいの確保
に当たり、一人一人が自分に合った住まいを選択するには、いかに適切な情報を
得るかが重要だと考え、この事業の実態と効果を質問しました。
　市は、センターへの来所者は1400人程度、内訳が、北部方面が約１割、中部
方面が約２割、南部方面が約５割と回答。それを踏まえて、大山しょうじは、こ
の事業がこの約３年間で、北部方面の実績が少ないまま、ほとんど変わってい
ない状況を指摘。偏りの解消と今後、高齢者施設・住まいの相談センターが、全
市的な相談ニーズに応えるための機能強化を求め、北部方面にも同センターを
設置すべきと訴えました。
　健康福祉局長からは、その重要性を認めながらも、申込者にきめ細かくアプ
ローチするため、まずはこのコンシェルジュの増員に取り組み、地域包括支援セ
ンターなど、より身近な場所で相談対応や情報提供を行なうと答弁。
　大山しょうじは、ニーズが高まる中、利用しやすい環境整備を進めていきます。

高

らに、大山しょうじからは、30万人が参加しているこの事業のデータを活用し、将
来的に医療費の伸びの抑制につなげていくことは重要。医療費抑制等の効果の検
証はどのように行っていくのか質しました。
　健康福祉局長からは「医療費抑制効果
の検証は重要、個人情報や医療費データ
の慎重な取り扱いに配慮しながら、横浜
市立大学に４月に開設予定のデータサイ
エンス学部と調整する」と大山しょうじの
指摘に答える体制づくりを行っ
ていることが表明されました。
　大山しょうじは、具体的な
効果の分析には課題もありま
すが、結果が出るよう引き続き
チェックして参ります。

山しょうじは、平成28年３月の予算特別委員会（総合審査）でよこはま
ウォーキングポイント事業について質問し、「日常生活でのスマートフォ

ンの普及は目覚ましく、ウオーキングに、より参加しやすい環境づくりのための
アプリを活用すべき」と提案。当時、局長から「先進的な提案、将来に向けてア
プリの活用について検討したい」と答弁を得ました。
　それから２年が経過、今回、このスマホアプリが４月にはリリースされる現状
で再質問を行いました。冒頭、このスマートフォンアプリの導入により、新規参加
者の見込み数を質問。担当部長からは、スマホアプリでは、新規参加は１万人、
歩数計からの移行が１万5000人、合計で年間２万5000人と回答を得ました。さ

大

　前回の活動レポートでもご報告した昨年3月
の予算特別委員会（交通局審査）でも求めて
きた「地下鉄駅の冷暖房化の一層の加速」に
関して、昨年度は新羽駅に設置され、今年度
には岸根公園に設置する予定との回答を得て
いました。引き続き、進ちょく状況をフォローし
て参りましたが、予定通り今年7月23日に設置
されました。今年の夏は記録的な猛暑であっ
たこともあり、設置後、駅利用者の方から多く
の喜びの声をいただきました。

その後のご報告

私が設置促進を訴えてきた地下鉄駅の「冷暖房
付き待合所」。昨夏の「新羽駅」に続き、今年7月
に「岸根公園駅」にも新設！

高齢者施設の災害時の「事業継続計画」の策定。
大山の指摘に対し、局長は取組が不十分と認め、
今後の取組の強化を約束！

災害時に福祉避難所の被災状況や物資の不足状況
等を関係者間で共有できるシステムが今年度中に
構築されます！ ～大山の質問で詳細が明らかに～

私が提案したよこはまウォーキングポイントの
「スマホアプリ」が4月にスタート！

～将来的には医療費の伸びの抑制につながる活用を！～

高齢齢者施設・住まいの相談センターの運営 ～高齢化
が進む中、地域の偏りを是正し、全市的な相談ニーズに
対応を！ ～港北、都筑、緑、青葉でも利用しやすい工夫を～

7月23日に岸根公園駅に
設置された冷暖房付き待合所

よこはまウォーキングポイントのホームページから


